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営農第一課から TEL73－9616
営農ニュース

FARMING NEWS

「
き
ぬ
む
す
め
」は
他
品
種
に
比
べ
て
発
芽
が
早
い
の

で
、
伸
ば
し
過
ぎ
な
い
よ
う
、
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

水

　稲

☆
種
籾
を
籾
袋
に
詰
め
る

☆
浸 

種

　
令
和
７
年
産
水
稲
育
苗
準
備
が
ま
も
な
く
始
ま
り

ま
す
。
昔
か
ら
「
苗
半
作
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
稲

作
で
は
健
苗
育
成
が
最
も
重
要
と
な
り
ま
す
。
今
年

も
「
育
苗
ト
ラ
ブ
ル
ゼ
ロ
」
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
！！

　袋
の
中
で
種
籾
に
水

分
と
酸
素
が
十
分
に
行

き
渡
る
よ
う
、
袋
詰
め

は
袋
の
容
量
の
７
割
程

度
ま
で
に
し
ま
す
。

　き
つ
く
詰
め
る
と
給

水
ム
ラ
が
で
き
、
発
芽

不
揃
い
の
原
因
と
な
り

ま
す
。

　
水
温
が
10
℃
未
満
の
低
温
で
浸
種
す
る
と
、
発
芽

勢
が
低
下
す
る
（
休
眠
が
深
く
な
る
）
傾
向
が
あ
り

ま
す
。

　
屋
外
で
の
浸
種
は
避
け
、
10
〜
15
℃
で
行
い
ま

し
ょ
う
。
日
の
当
た
る
場
所
で
浸
種
を
行
う
と
水
温

が
高
く
な
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
　

◆
10
℃
未
満
で
浸
種
を
行
う
と
発
芽
不
揃
い
の
原
因

と
な
り
ま
す
。（
水
温
10
〜
15
℃
）

◆
不
十
分
な
浸
種
・
吸
水
ム
ラ
は
、
発
芽
が
不
揃
い

に
な
る
の
で
、
浸
種
中
は
水
の
交
換
は
原
則
行
わ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

◆
浸
種
・
催
芽
は
清
潔
な
真
水
（
水
道
水
等
）
を
使
用

し
て
く
だ
さ
い
。
風
呂
の
残
り
湯
を
使
う
場
合
は
入

浴
剤
が
入
っ
て
い
な
い
湯
を
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
催
芽
・
出
芽
の
適
温
は
30
℃
で
す
。
32
℃
を
超
え

る
と
細
菌
病
の
原
因
と
な
る
の
で
、
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　
　
催
芽
器
を
使
用
さ
れ
る
場
合
は
必
ず
事
前
に

サ
ー
モ
ス
タ
ッ
ト
の
点
検
を
行
い
、
水
温
が
適
温

に
な
る
か
確
認
し
て
か
ら
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　つ
や
姫
の
種
子
消
毒
は
生
物
農
薬
を
使
っ
て
い
る

た
め
、他
の
品
種（
化
学
農
薬
を
使
用
）と
一
緒
に
は

出
来
ま
せ
ん
。

　必
ず「
つ
や
姫
」の
み
で
浸
種
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

☆
催 

芽

つ
や
姫
の
浸
種

ポ
イ
ン
ト

◆籾袋を水槽に入れる時
下の模式図を参考にしてください。積み重ねは発芽不揃いの原因
となります。また、水は種籾の体積の２倍以上にしてください。

●品種別の浸種日数（積算温度は水温×浸種日数の値となります）
積算温度

100℃

70～80℃

100℃÷13℃＝7～8日

70～80℃÷13℃＝5～6日

浸種日数の例）水温13℃の場合品　　種

つ き あ か り

つ や 姫

コ シ ヒ カ リ

き ぬ む す め

　
温
度
は
30
℃
で
、
18
〜
24
時
間
程
度
が
目
安
で
す
。

　
鳩
胸
状
態
（
左
図
）
に
な
る
ま
で
の
時
間
は
、
種
籾

の
品
種
、
環
境
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
実
際
に
種
籾

の
様
子
を
確
認
し
判
断
し
て
く
だ
さ
い
。

【
浸
種
時
の
注
意
点
】

７
年
産
水
稲
育
苗
研
修
会
の
ご
案
内

※鳩胸状態

　催
芽
が
で
き
た
ら
、
吸
湿
性
の
あ
る
敷
物
（
新
聞
紙
、

ゴ
ザ
、
ム
シ
ロ
な
ど
）
の
上
に
広
げ
、
日
の
当
た
ら
な

い
風
通
し
の
よ
い
場
所
で
乾
か
し
ま
す
。

手
に
つ
か
な
い
程
度
ま
で
陰
干
し
し
て
か

ら
播
種
作
業
を
行
い
ま
す
。

※
２
品
種
以
上
を
同
時
に
浸
種
さ
れ
る
場
合

は
袋
に
名
札
等
を
付
け
、
混
種
し
な
い
よ

う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
開
催
日
時
：
令
和
７
年
３
月
６
日（
木
）

　
◎
１
回
目
　
15
時
00
分
〜

　
◎
２
回
目
　
18
時
30
分
〜

　※

ご
都
合
の
良
い
時
間
帯
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い

○
開
催
場
所
：Ｊ
Ａ
し
ま
ね
斐
川
地
区
本
部
営
農

　
　
　
　
　
　
総
合
セ
ン
タ
ー

○
内
　
　
容
：
７
年
産
水
稲
育
苗
管
理
に
つ
い
て

資材課から TEL 73-9619

お急ぎ下さいお急ぎ下さい
水稲肥料早期引取奨励金支払いの対象は

２月末日２月末日引取り分まで
　令和７年産水稲肥料農薬資材等予約申込書にて申し込まれた肥料を２月末日までに引取り
された場合、合計金額の１.５％を早期引取奨励金として令和７年３月２５日（火）にお支払い
いたします。
　ただし、期日以降は対象になりませんので、２月末引取りで予約申込みをされた方はお早
めにお願いいたします。
　配送センターの営業時間につきましては、月～金（祝日を除く）
8：30～ 17：00 となっておりますのでお間違えのないようによろ
しくお願いいたします。

斐川地区本部のページ斐川地区本部のページ
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ニュース トピックスニュース トピックス

高
品
質
な
生
産
物
を
安
定
的
に
供
給
す
る
た

め
、
加
温
栽
培
を
行
う
こ
と
が
必
要
不
可
欠

で
す
。

　
ま
た
、
ぶ
ど
う
栽
培
に
お
い
て
は
、
加
温

す
る
こ
と
で
早
期
出
荷
が
可
能
に
な
り
、
収

益
性
の
向
上
と
労
力
分
散
を
図
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

 「
と
ん
ど
さ
ん
」
で

　
１
年
の
家
内
安
全
を
祈
る

　
１
月
12
日
を
中
心
と
す
る
連
休
を
利
用
し
、

斐
川
町
内
の
各
地
で
　
、
一
年
の
無
病
息
災

と
家
内
安
全
を
願
う
伝
統
行
事
「
と
ん
ど
祭

り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
冬
の
晴
れ
間
に
恵
ま
れ
、
直
江
地

区
　
漆
治
菅
沢
自
治
会
で
も
、（
農
）
な
お

え
フ
ァ
ー
ム
の
有
志
の
皆
さ
ん
が
中
心
と

な
っ
て
竹
や
藁
を
準
備
し
、
と
ん
ど
の
や
ぐ

ら
を
組
み
上
げ
ま
し
た
。

　
開
始
時
間
前
に
な
る
と
、
お
焚
き
上
げ
を

す
る
た
め
の
お
正
月
飾
り
や
お
札
、
書
初
め

な
ど
を
持
っ
て
、
自
治
会
の
皆
さ
ん
方
が
家

族
連
れ
で
続
々
と
集
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

に
新
年
の
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
な
が
ら
お
互

い
の
健
康
を
確
か
め
、
に
ぎ
や
か
さ
が
広
が

り
ま
し
た
。

　
地
元
、
都
牟
自
神
社
の
稲
田
宮
司
の
祝
詞

と
お
祓
い
の
後
、
や
ぐ
ら
の
藁
に
点
火
さ
れ

る
と
、
勢
い
よ
く
炎
が
立
ち
の
ぼ
り
、
辺
り

一
面
が
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
書
初
め
を
焚
き
上
げ
る
と
、

煙
に
乗
っ
て
高
く
舞
い
上
が
り
、
書
道
の
上

達
を
占
い
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
に
は
、
お
神
酒
や
熱
々
の
豚
汁
が

振
る
舞
わ
れ
、時
折
「
ポ
ン
、ポ
ン
、パ
〜
ン
」

と
竹
が
弾
け
る
音
に
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
そ
れ
ぞ
れ
が
藁
の
熾
火
（
お
き
び
）
の

中
で
餅
を
焼
い
た
り
、
暖
を
取
り
な
が
ら
無

病
息
災
を
祈
り
ま
し
た
。

  

斐
川
消
防
団
　
出
初
式

　 

地
域
の
安
全
安
心
を
守
る

　
１
月
13
日
、
直
江
地
区
の
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
営

農
経
済
本
店
の
駐
車
場
で
、
令
和
７
年
出
雲

市
消
防
団
斐
川
方
面
隊
の
出
初
式
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

 
　
あ
い
に
く
の
雨
の
中
、
斐
川
方
面
隊
の

消
防
団
員
約
１
２
０
人
が
出
席
し
、
人
員
報

告
等
を
行
っ
た
後
、
19
各
部
の
ポ
ン
プ
が
１

列
に
並
び
、
サ
イ
レ
ン
の
合
図
と
と
も
に
一

斉
放
水
を
行
い
ま
し
た
。

　
駐
車
場
に
は
各
部
の
小
型
ポ
ン
プ
か
ら
勢

い
よ
く
放
水
さ
れ
る
ア
ー
チ
が
か
か
り
、
団

  

施
設
園
芸
用

　
　
燃
油
助
成
を
要
請
　

　
１
月
７
日
、
斐
川
町
ぶ
ど
う
生
産
組
合
　

佐
野
俊
明
組
合
長
と
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
斐
川
施
設

野
菜
組
合
　
井
上
幹
雄
組
合
長
が
、
山
根
善

治
地
区
本
部
長
を
訪
れ
、
重
油
・
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

な
ど
施
設
園
芸
用
の
燃
油
に
対
す
る
助
成
を

要
請
し
ま
し
た
。

　
施
設
園
芸
に
お
け
る
農
業
経
営
は
、
燃
料

価
格
・
生
産
資
材
の
高
騰
に
よ
る
慢
性
的
な

コ
ス
ト
上
昇
に
加
え
、
政
府
に
お
け
る
燃
料

油
価
格
へ
の
補
助
率
が
減
少
に
向
か
う
こ
と

か
ら
、
厳
し
さ
が
増
し
て
い
ま
す
。

　
ト
マ
ト
・
い
ち
ご
栽
培
に
お
い
て
は
、
市

場
や
消
費
者
の
皆
さ
ん
が
求
め
る
時
期
に
、

員
た
ち
は
向
か
い
風
に
よ
り
大
量
に
降
り
か

か
る
冷
た
い
水
し
ぶ
き
を
も
の
と
も
せ
ず
、

果
敢
に
放
水
を
続
け
ま
し
た
。

　
10
月
に
開
催
し
た
Ｊ
Ａ
ま
つ
り
で
も
、
安

全
・
防
災
コ
ー
ナ
ー
に
ブ
ー
ス
を
設
け
、
斐

川
消
防
団
の
活
動
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
地

域
消
防
団
活
動
に
は
多
く
の
Ｊ
Ａ
関
係
職
員

も
入
団
し
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
火
災
に
よ
る
出
動
は
比
較
的
減
少

し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
一
方
で
毎
年
の
よ

う
に
発
生
す
る
豪
雨
に
よ
る
増
水
で
、
浸
水

防
止
に
向
け
た
土
嚢
積
み
な
ど
の
水
防
活
動

で
の
出
動
が
増
え
て
お
り
、
日
夜
地
元
の
安

全
安
心
を
担
う
消
防
団
活
動
に
は
頭
が
下
が

る
思
い
で
す
。

  

担
い
手
人
間
ド
ッ
ク

　
健
診
・
が
ん
検
診
（
肺
・
胃
・

 

　
大
腸
）
を
ま
と
め
て
受
診

　
１
月
21
〜
23
日
、Ｊ
Ａ
島
根
厚
生
連
健
康

管
理
セ
ン
タ
ー
で
担
い
手
人
間
ド
ッ
ク
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
集
落
営
農
組
織
・
認
定
農
業
者

等
、
担
い
手
の
皆
様
を
対
象
に
、
健
康
管
理

が
し
っ
か
り
で
き
る
人
間
ド
ッ
ク
で
、
１
２

１
名
の
担
い
手
が
受
診
さ
れ
、
日
ご
ろ
の
健

康
状
態
を
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
検
査
内
容
も
筋
肉
量
測
定
や
、
肺
の
早
期

が
ん
発
見
に
有
用
な
「
胸
部
Ｃ
Ｔ
健
診
」
な

ど
、Ｊ
Ａ
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
検
査
が
セ
ッ
ト
さ

れ
、
検
査
項
目
は
45
項
目
と
充
実
し
た
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
と
し
て
、
ヘ
リ
コ

バ
ク
タ
ー
・
ピ
ロ
リ
菌
検
査
の
ほ
か
、
胃
内

視
鏡
検
査（
経
鼻
胃
カ
メ
ラ
）を
ラ
イ
ン
ナ
ッ

プ
し
実
施
し
ま
し
た
。

  

生
産
者
大
会
を
契
機
に

　
ハ
ト
ム
ギ
の
生
産
拡
大
・

　
　
　
　
　 

認
知
度
向
上
を

　
１
月
26
日
営
農
総
合
セ
ン
タ
ー
で
、Ｊ
Ａ

と
斐
川
町
ハ
ト
ム
ギ
部
会
（
部
会
長
：
森
脇

康
博
氏
）
の
共
催
で
ハ
ト
ム
ギ
生
産
者
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
出
席
し
た
生
産
者
や
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
斐
川
女

性
部
の
部
員
ら
約
70
名
は
、
記
念
講
演
や

J
A
担
当
者
か
ら
の
生
産
拡
大
に
向
け
た
説

明
、
関
連
商
品
な
ど
を
通
じ
て
ハ
ト
ム
ギ
へ

の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
斐
川
地
域
で
の
ハ
ト
ム
ギ
生
産
は
、
平
成

20
年
の
本
格
的
な
栽
培
か
ら
健
康
志
向
な
ど

の
追
い
風
を
受
け
、
ピ
ー
ク
時
は
１
０
２
ha

ま
で
生
産
を
拡
大
し
、
西
日
本
最
大
の
産
地

に
成
長
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
、
需
要
が
激
減
し
販
売
に
苦
戦
し
た

た
め
、
生
産
面
積
を
削
減
せ
ざ
る
を
得
ず
48

 

ha
ま
で
減
少
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
斐
川
地
区
本
部
　
よ
い
食
工
房
で

は
、
斐
川
産
ハ
ト
ム
ギ
を
使
用
し
た
「
は
と

む
ぎ
茶
」や「
は
と
む
ぎ
き
な
粉
」な
ど
の「
ハ

ト
ム
ギ
商
品
」
を
開
発
・
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
今
大
会
で
は
、
ハ
ト
ム
ギ
の
健
康
へ
の
効

果
の
再
確
認
や
関
連
商
品
の
消
費
拡
大
、
生

産
面
積
の
積
極
的
な
拡
大
が
呼
び
か
け
ら
れ

ま
し
た
。

　
記
念
講
演
で
は
漢
方
医
学
に
造
詣
が
深
い
、

斐
川
中
央
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
　
下
手
（
し
も

て
）
公
一
先
生
を
講
師
に
招
き
、「
長
生
き

と
美
肌
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
「
ハ
ト
ム
ギ
の
殻
を
取
り
除
い

た
も
の
が
漢
方
名
で
「
ヨ
ク
イ
ニ
ン
」
と
言

わ
れ
て
お
り
、「
い
ぼ・ニ
キ
ビ・排
膿・美
肌
・

呼
吸
・
心
臓
・
利
尿
」
に
す
ぐ
れ
た
効
果
が

あ
る
」
と
し
て
「
ハ
ト
ム
ギ
を
食
品
と
し
て

手
軽
に
摂
る
と
よ
い
」と
、「
ハ
ト
ム
ギ
商
品
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。
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収
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産
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。

　
Ｊ
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ね
斐
川
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部
の
増
原
副
部
長

か
ら
は
、
ハ
ト
ム
ギ
商
品
の
活
用
事
例
が
報

告
さ
れ
、「
ハ
ト
ム
ギ
の
商
品
や
効
能
・
調

理
方
法
を
知
る
た
め
、
料
理
教
室
を
開
催
す

る
」「
各
種
活
動
の
際
に
ハ
ト
ム
ギ
商
品
を

活
用
す
る
」
な
ど
の
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組
み
が
紹
介
さ
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ま
し
た
。
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〜
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。
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。
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Ａ
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催
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中
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２
０
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。
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」
と
題
し
、
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
「
ハ
ト
ム
ギ
の
殻
を
取
り
除
い

た
も
の
が
漢
方
名
で
「
ヨ
ク
イ
ニ
ン
」
と
言

わ
れ
て
お
り
、「
い
ぼ・ニ
キ
ビ・排
膿・美
肌
・

呼
吸
・
心
臓
・
利
尿
」
に
す
ぐ
れ
た
効
果
が

あ
る
」
と
し
て
「
ハ
ト
ム
ギ
を
食
品
と
し
て

手
軽
に
摂
る
と
よ
い
」と
、「
ハ
ト
ム
ギ
商
品
」

へ
の
お
墨
付
き
を
い
た
だ
く
な
ど
、
参
加
者

は
興
味
深
く
耳
を
傾
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
の
ハ
ト
ム
ギ
栽
培
担
当
者
か
ら
は
、

「
コ
ロ
ナ
が
5
類
に
移
行
し
て
か
ら
は
需
要

が
徐
々
に
回
復
し
て
、
在
庫
も
解
消
さ
れ
つ

つ
あ
る
が
、
現
在
の
生
産
量
で
は
販
売
先
の

希
望
数
量
に
応
え
ら
れ
な
い
。」
と
し
、
今

後
の
面
積
・
単
収
の
増
加
を
生
産
者
に
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
斐
川
女
性
部
の
増
原
副
部
長

か
ら
は
、
ハ
ト
ム
ギ
商
品
の
活
用
事
例
が
報

告
さ
れ
、「
ハ
ト
ム
ギ
の
商
品
や
効
能
・
調

理
方
法
を
知
る
た
め
、
料
理
教
室
を
開
催
す

る
」「
各
種
活
動
の
際
に
ハ
ト
ム
ギ
商
品
を

活
用
す
る
」
な
ど
の
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

 

   

斐川地区本部のページ 斐川地区本部のページ斐川地区本部のページ
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ニュース トピックス斐川地区本部のページ

『
毎
年
恒
例
の
ハ
ム
作
り
』

　
1
月
9
日
、
新
年
最
初
の
「
ハ
ム
作
り
」
を
行
い
ま

し
た
。
昨
年
12
月
17
日
か
ら
2
月
7
日
ま
で
に
8
回
行

う
予
定
で
す
。
地
産
地
消
を
目
的
と
し
て
、
県
内
産
の

豚
肉
を
使
用
し
た
「
ハ
ム
作
り
」
は
毎
年
大
人
気
で
、

今
年
度
も
受
付
開
始
か
ら
す
ぐ
に
予
約
が
い
っ
ぱ
い
に

な
り
ま
し
た
。
料
理
教
室
は
暖
房
厳
禁
で
作
業
を
行
う

た
め
、
皆
さ
ん
防
寒
を
万
全
に
し
て
作
業
が
始
ま
り
ま

す
。
安
全
・
安
心
に
食
べ
る
こ
と
が
出
来
る
加
工
品
作

り
を
学
び
な
が
ら
、
部
員
同
士
の
交
流
を
図
り
、
楽
し

く
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
参
加
さ
れ
た
方
は
、「
今

年
も
参
加
す
る
こ
と
が
出
来
て
良
か
っ
た
。
手
づ
く
り

ハ
ム
は
家
族
に
も
好
評
で
、
ま
た
参
加
し
た
い
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

９：３０～
９：３０～
13：３０～
9：3０～

2月27日（木）
2月28日（金）
3月10日（月）
3月11日（火）

書道グループ
ひまわりグループ
絵てがみグループ
ちぎり絵グループ

3月12日（水）
3月13日（木）
3月17日（月）
3月27日（木）

10：３０～
9：0０～
９：３０～
９：3０～

いきいきグループ
手芸グループ
パッチワークグループ
書道グループ

新規加入 大歓迎！！ 待っちょーよ！ 場所は全日 ひかわあぐりキッチン  ふぁみーゆ です

介護福祉だより
お問い
合わせ

介護センター　☎73-9635
デイサービスセンターつつじ園　☎73-7314

高
品
質
な
生
産
物
を
安
定
的
に
供
給
す
る
た

め
、
加
温
栽
培
を
行
う
こ
と
が
必
要
不
可
欠

で
す
。

　
ま
た
、
ぶ
ど
う
栽
培
に
お
い
て
は
、
加
温

す
る
こ
と
で
早
期
出
荷
が
可
能
に
な
り
、
収

益
性
の
向
上
と
労
力
分
散
を
図
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

 「
と
ん
ど
さ
ん
」
で

　
１
年
の
家
内
安
全
を
祈
る

　
１
月
12
日
を
中
心
と
す
る
連
休
を
利
用
し
、

斐
川
町
内
の
各
地
で
　
、
一
年
の
無
病
息
災

と
家
内
安
全
を
願
う
伝
統
行
事
「
と
ん
ど
祭

り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
冬
の
晴
れ
間
に
恵
ま
れ
、
直
江
地

区
　
漆
治
菅
沢
自
治
会
で
も
、（
農
）
な
お

え
フ
ァ
ー
ム
の
有
志
の
皆
さ
ん
が
中
心
と

な
っ
て
竹
や
藁
を
準
備
し
、
と
ん
ど
の
や
ぐ

ら
を
組
み
上
げ
ま
し
た
。

　
開
始
時
間
前
に
な
る
と
、
お
焚
き
上
げ
を

す
る
た
め
の
お
正
月
飾
り
や
お
札
、
書
初
め

な
ど
を
持
っ
て
、
自
治
会
の
皆
さ
ん
方
が
家

族
連
れ
で
続
々
と
集
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

に
新
年
の
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
な
が
ら
お
互

い
の
健
康
を
確
か
め
、
に
ぎ
や
か
さ
が
広
が

り
ま
し
た
。

　
地
元
、
都
牟
自
神
社
の
稲
田
宮
司
の
祝
詞

と
お
祓
い
の
後
、
や
ぐ
ら
の
藁
に
点
火
さ
れ

る
と
、
勢
い
よ
く
炎
が
立
ち
の
ぼ
り
、
辺
り

一
面
が
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
書
初
め
を
焚
き
上
げ
る
と
、

煙
に
乗
っ
て
高
く
舞
い
上
が
り
、
書
道
の
上

達
を
占
い
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
に
は
、
お
神
酒
や
熱
々
の
豚
汁
が

振
る
舞
わ
れ
、時
折
「
ポ
ン
、ポ
ン
、パ
〜
ン
」

と
竹
が
弾
け
る
音
に
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
そ
れ
ぞ
れ
が
藁
の
熾
火
（
お
き
び
）
の

中
で
餅
を
焼
い
た
り
、
暖
を
取
り
な
が
ら
無

病
息
災
を
祈
り
ま
し
た
。

  

斐
川
消
防
団
　
出
初
式

　 

地
域
の
安
全
安
心
を
守
る

　
１
月
13
日
、
直
江
地
区
の
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
営

農
経
済
本
店
の
駐
車
場
で
、
令
和
７
年
出
雲

市
消
防
団
斐
川
方
面
隊
の
出
初
式
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

 

　
あ
い
に
く
の
雨
の
中
、
斐
川
方
面
隊
の

消
防
団
員
約
１
２
０
人
が
出
席
し
、
人
員
報

告
等
を
行
っ
た
後
、
19
各
部
の
ポ
ン
プ
が
１

列
に
並
び
、
サ
イ
レ
ン
の
合
図
と
と
も
に
一

斉
放
水
を
行
い
ま
し
た
。

　
駐
車
場
に
は
各
部
の
小
型
ポ
ン
プ
か
ら
勢

い
よ
く
放
水
さ
れ
る
ア
ー
チ
が
か
か
り
、
団

  

施
設
園
芸
用

　
　
燃
油
助
成
を
要
請
　

　
１
月
７
日
、
斐
川
町
ぶ
ど
う
生
産
組
合
　

佐
野
俊
明
組
合
長
と
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
斐
川
施
設

野
菜
組
合
　
井
上
幹
雄
組
合
長
が
、
山
根
善

治
地
区
本
部
長
を
訪
れ
、
重
油
・
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

な
ど
施
設
園
芸
用
の
燃
油
に
対
す
る
助
成
を

要
請
し
ま
し
た
。

　
施
設
園
芸
に
お
け
る
農
業
経
営
は
、
燃
料

価
格
・
生
産
資
材
の
高
騰
に
よ
る
慢
性
的
な

コ
ス
ト
上
昇
に
加
え
、
政
府
に
お
け
る
燃
料

油
価
格
へ
の
補
助
率
が
減
少
に
向
か
う
こ
と

か
ら
、
厳
し
さ
が
増
し
て
い
ま
す
。

　
ト
マ
ト
・
い
ち
ご
栽
培
に
お
い
て
は
、
市

場
や
消
費
者
の
皆
さ
ん
が
求
め
る
時
期
に
、

員
た
ち
は
向
か
い
風
に
よ
り
大
量
に
降
り
か

か
る
冷
た
い
水
し
ぶ
き
を
も
の
と
も
せ
ず
、

果
敢
に
放
水
を
続
け
ま
し
た
。

　
10
月
に
開
催
し
た
Ｊ
Ａ
ま
つ
り
で
も
、
安

全
・
防
災
コ
ー
ナ
ー
に
ブ
ー
ス
を
設
け
、
斐

川
消
防
団
の
活
動
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
地

域
消
防
団
活
動
に
は
多
く
の
Ｊ
Ａ
関
係
職
員

も
入
団
し
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
火
災
に
よ
る
出
動
は
比
較
的
減
少

し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
一
方
で
毎
年
の
よ

う
に
発
生
す
る
豪
雨
に
よ
る
増
水
で
、
浸
水

防
止
に
向
け
た
土
嚢
積
み
な
ど
の
水
防
活
動

で
の
出
動
が
増
え
て
お
り
、
日
夜
地
元
の
安

全
安
心
を
担
う
消
防
団
活
動
に
は
頭
が
下
が

る
思
い
で
す
。

  

担
い
手
人
間
ド
ッ
ク

　
健
診
・
が
ん
検
診
（
肺
・
胃
・

 

　
大
腸
）
を
ま
と
め
て
受
診

　
１
月
21
〜
23
日
、Ｊ
Ａ
島
根
厚
生
連
健
康

管
理
セ
ン
タ
ー
で
担
い
手
人
間
ド
ッ
ク
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
集
落
営
農
組
織
・
認
定
農
業
者

等
、
担
い
手
の
皆
様
を
対
象
に
、
健
康
管
理

が
し
っ
か
り
で
き
る
人
間
ド
ッ
ク
で
、
１
２

１
名
の
担
い
手
が
受
診
さ
れ
、
日
ご
ろ
の
健

康
状
態
を
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
検
査
内
容
も
筋
肉
量
測
定
や
、
肺
の
早
期

が
ん
発
見
に
有
用
な
「
胸
部
Ｃ
Ｔ
健
診
」
な

ど
、Ｊ
Ａ
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
検
査
が
セ
ッ
ト
さ

れ
、
検
査
項
目
は
45
項
目
と
充
実
し
た
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
と
し
て
、
ヘ
リ
コ

バ
ク
タ
ー
・
ピ
ロ
リ
菌
検
査
の
ほ
か
、
胃
内

視
鏡
検
査（
経
鼻
胃
カ
メ
ラ
）を
ラ
イ
ン
ナ
ッ

プ
し
実
施
し
ま
し
た
。

  

生
産
者
大
会
を
契
機
に

　
ハ
ト
ム
ギ
の
生
産
拡
大
・

　
　
　
　
　 

認
知
度
向
上
を

　
１
月
26
日
営
農
総
合
セ
ン
タ
ー
で
、Ｊ
Ａ

と
斐
川
町
ハ
ト
ム
ギ
部
会
（
部
会
長
：
森
脇

康
博
氏
）
の
共
催
で
ハ
ト
ム
ギ
生
産
者
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
出
席
し
た
生
産
者
や
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
斐
川
女

性
部
の
部
員
ら
約
70
名
は
、
記
念
講
演
や

J
A
担
当
者
か
ら
の
生
産
拡
大
に
向
け
た
説

明
、
関
連
商
品
な
ど
を
通
じ
て
ハ
ト
ム
ギ
へ

の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
斐
川
地
域
で
の
ハ
ト
ム
ギ
生
産
は
、
平
成

20
年
の
本
格
的
な
栽
培
か
ら
健
康
志
向
な
ど

の
追
い
風
を
受
け
、
ピ
ー
ク
時
は
１
０
２
ha

ま
で
生
産
を
拡
大
し
、
西
日
本
最
大
の
産
地

に
成
長
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
、
需
要
が
激
減
し
販
売
に
苦
戦
し
た

た
め
、
生
産
面
積
を
削
減
せ
ざ
る
を
得
ず
48

 

ha
ま
で
減
少
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
斐
川
地
区
本
部
　
よ
い
食
工
房
で

は
、
斐
川
産
ハ
ト
ム
ギ
を
使
用
し
た
「
は
と

む
ぎ
茶
」や「
は
と
む
ぎ
き
な
粉
」な
ど
の「
ハ

ト
ム
ギ
商
品
」
を
開
発
・
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
今
大
会
で
は
、
ハ
ト
ム
ギ
の
健
康
へ
の
効

果
の
再
確
認
や
関
連
商
品
の
消
費
拡
大
、
生

産
面
積
の
積
極
的
な
拡
大
が
呼
び
か
け
ら
れ

ま
し
た
。

　
記
念
講
演
で
は
漢
方
医
学
に
造
詣
が
深
い
、

斐
川
中
央
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
　
下
手
（
し
も

て
）
公
一
先
生
を
講
師
に
招
き
、「
長
生
き

と
美
肌
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
「
ハ
ト
ム
ギ
の
殻
を
取
り
除
い

た
も
の
が
漢
方
名
で
「
ヨ
ク
イ
ニ
ン
」
と
言

わ
れ
て
お
り
、「
い
ぼ・ニ
キ
ビ・排
膿・美
肌
・

呼
吸
・
心
臓
・
利
尿
」
に
す
ぐ
れ
た
効
果
が

あ
る
」
と
し
て
「
ハ
ト
ム
ギ
を
食
品
と
し
て

手
軽
に
摂
る
と
よ
い
」と
、「
ハ
ト
ム
ギ
商
品
」

へ
の
お
墨
付
き
を
い
た
だ
く
な
ど
、
参
加
者

は
興
味
深
く
耳
を
傾
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
の
ハ
ト
ム
ギ
栽
培
担
当
者
か
ら
は
、

「
コ
ロ
ナ
が
5
類
に
移
行
し
て
か
ら
は
需
要

が
徐
々
に
回
復
し
て
、
在
庫
も
解
消
さ
れ
つ

つ
あ
る
が
、
現
在
の
生
産
量
で
は
販
売
先
の

希
望
数
量
に
応
え
ら
れ
な
い
。」
と
し
、
今

後
の
面
積
・
単
収
の
増
加
を
生
産
者
に
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
斐
川
女
性
部
の
増
原
副
部
長

か
ら
は
、
ハ
ト
ム
ギ
商
品
の
活
用
事
例
が
報

告
さ
れ
、「
ハ
ト
ム
ギ
の
商
品
や
効
能
・
調

理
方
法
を
知
る
た
め
、
料
理
教
室
を
開
催
す

る
」「
各
種
活
動
の
際
に
ハ
ト
ム
ギ
商
品
を

活
用
す
る
」
な
ど
の
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

　つつじ園では、1月21日～ 23日までの3日間、新年会を開催しました。
　午前中の「フェルトはがき掛け作り」では、ご自身のお名前から一字選び、筆で書いてフェルト
枠に入れ、完成後は『つつじ神社』前で記念撮影を行いました。それぞれ選んだ理由なども話して
下さり、和やかな時間となりました。
　午後からは、職員による「銭太鼓（花笠音頭）」や「マツケンサンバ」を、一緒に踊ったり笑っ
たりしながら楽しまれました。皆さんからは「良かったよ～‼」「次も楽しみだわ～！」などの声
が聞かれました。今年も皆様にとって健康で良い年となりますよう願っております。

我が子
自慢・

孫自慢

「わが子自慢・孫自慢」
はお休みします。
皆さまのご応募お待ち
しております！

「わが子自慢・孫自慢」
はお休みします。
皆さまのご応募お待ち
しております！

今月の
「我が子自慢・孫自慢」
あなたが撮った写真をご応募ください。掲載され
た方にはささやかなお礼の品を差し上げます!

※写真にはコメント、住所、お名前、連絡先を付けて応募してください。

応募先

大募集！！

JAしまね斐川地区本部 組織広報課
〒699-0593 出雲市斐川町荘原2172-3番地
☎73-9605  Eメール：kouhou.hik@ja-shimane.gr.jp

応募メールアドレス

　
Ｊ
Ａ
よ
い
食
工
房
で
は
、
斐
川

町
産
ハ
ト
ム
ギ
を
使
用
し
た
「
下

手
院
長
推
奨
の
は
と
む
ぎ
き
な
粉
」

を
は
じ
め
、
は
と
む
ぎ
茶
・
は
と

む
ぎ
チ
ョ
コ
な
ど
の
商
品
を
開

発
・
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
・
道
の
駅

等
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
Ｐ
Ｒ
】

ハ
ト
ム
ギ
商
品
の
紹
介
ペ
ー
ジ
は

こ
ち
ら
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
ご
覧

く
だ
さ
い
。

斐川地区本部のページ 斐川地区本部のページ斐川地区本部のページ
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ニュース トピックス斐川地区本部のページ

『
毎
年
恒
例
の
ハ
ム
作
り
』

　
1
月
9
日
、
新
年
最
初
の
「
ハ
ム
作
り
」
を
行
い
ま

し
た
。
昨
年
12
月
17
日
か
ら
2
月
7
日
ま
で
に
8
回
行

う
予
定
で
す
。
地
産
地
消
を
目
的
と
し
て
、
県
内
産
の

豚
肉
を
使
用
し
た
「
ハ
ム
作
り
」
は
毎
年
大
人
気
で
、

今
年
度
も
受
付
開
始
か
ら
す
ぐ
に
予
約
が
い
っ
ぱ
い
に

な
り
ま
し
た
。
料
理
教
室
は
暖
房
厳
禁
で
作
業
を
行
う

た
め
、
皆
さ
ん
防
寒
を
万
全
に
し
て
作
業
が
始
ま
り
ま

す
。
安
全
・
安
心
に
食
べ
る
こ
と
が
出
来
る
加
工
品
作

り
を
学
び
な
が
ら
、
部
員
同
士
の
交
流
を
図
り
、
楽
し

く
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
参
加
さ
れ
た
方
は
、「
今

年
も
参
加
す
る
こ
と
が
出
来
て
良
か
っ
た
。
手
づ
く
り

ハ
ム
は
家
族
に
も
好
評
で
、
ま
た
参
加
し
た
い
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

９：３０～
９：３０～
13：３０～
9：3０～

2月27日（木）
2月28日（金）
3月10日（月）
3月11日（火）

書道グループ
ひまわりグループ
絵てがみグループ
ちぎり絵グループ

3月12日（水）
3月13日（木）
3月17日（月）
3月27日（木）

10：３０～
9：0０～
９：３０～
９：3０～

いきいきグループ
手芸グループ
パッチワークグループ
書道グループ

新規加入 大歓迎！！ 待っちょーよ！ 場所は全日 ひかわあぐりキッチン  ふぁみーゆ です

介護福祉だより
お問い
合わせ

介護センター　☎73-9635
デイサービスセンターつつじ園　☎73-7314

高
品
質
な
生
産
物
を
安
定
的
に
供
給
す
る
た

め
、
加
温
栽
培
を
行
う
こ
と
が
必
要
不
可
欠

で
す
。

　
ま
た
、
ぶ
ど
う
栽
培
に
お
い
て
は
、
加
温

す
る
こ
と
で
早
期
出
荷
が
可
能
に
な
り
、
収

益
性
の
向
上
と
労
力
分
散
を
図
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

 「
と
ん
ど
さ
ん
」
で

　
１
年
の
家
内
安
全
を
祈
る

　
１
月
12
日
を
中
心
と
す
る
連
休
を
利
用
し
、

斐
川
町
内
の
各
地
で
　
、
一
年
の
無
病
息
災

と
家
内
安
全
を
願
う
伝
統
行
事
「
と
ん
ど
祭

り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
冬
の
晴
れ
間
に
恵
ま
れ
、
直
江
地

区
　
漆
治
菅
沢
自
治
会
で
も
、（
農
）
な
お

え
フ
ァ
ー
ム
の
有
志
の
皆
さ
ん
が
中
心
と

な
っ
て
竹
や
藁
を
準
備
し
、
と
ん
ど
の
や
ぐ

ら
を
組
み
上
げ
ま
し
た
。

　
開
始
時
間
前
に
な
る
と
、
お
焚
き
上
げ
を

す
る
た
め
の
お
正
月
飾
り
や
お
札
、
書
初
め

な
ど
を
持
っ
て
、
自
治
会
の
皆
さ
ん
方
が
家

族
連
れ
で
続
々
と
集
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

に
新
年
の
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
な
が
ら
お
互

い
の
健
康
を
確
か
め
、
に
ぎ
や
か
さ
が
広
が

り
ま
し
た
。

　
地
元
、
都
牟
自
神
社
の
稲
田
宮
司
の
祝
詞

と
お
祓
い
の
後
、
や
ぐ
ら
の
藁
に
点
火
さ
れ

る
と
、
勢
い
よ
く
炎
が
立
ち
の
ぼ
り
、
辺
り

一
面
が
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
書
初
め
を
焚
き
上
げ
る
と
、

煙
に
乗
っ
て
高
く
舞
い
上
が
り
、
書
道
の
上

達
を
占
い
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
に
は
、
お
神
酒
や
熱
々
の
豚
汁
が

振
る
舞
わ
れ
、時
折
「
ポ
ン
、ポ
ン
、パ
〜
ン
」

と
竹
が
弾
け
る
音
に
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
そ
れ
ぞ
れ
が
藁
の
熾
火
（
お
き
び
）
の

中
で
餅
を
焼
い
た
り
、
暖
を
取
り
な
が
ら
無

病
息
災
を
祈
り
ま
し
た
。

  

斐
川
消
防
団
　
出
初
式

　 

地
域
の
安
全
安
心
を
守
る

　
１
月
13
日
、
直
江
地
区
の
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
営

農
経
済
本
店
の
駐
車
場
で
、
令
和
７
年
出
雲

市
消
防
団
斐
川
方
面
隊
の
出
初
式
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

 

　
あ
い
に
く
の
雨
の
中
、
斐
川
方
面
隊
の

消
防
団
員
約
１
２
０
人
が
出
席
し
、
人
員
報

告
等
を
行
っ
た
後
、
19
各
部
の
ポ
ン
プ
が
１

列
に
並
び
、
サ
イ
レ
ン
の
合
図
と
と
も
に
一

斉
放
水
を
行
い
ま
し
た
。

　
駐
車
場
に
は
各
部
の
小
型
ポ
ン
プ
か
ら
勢

い
よ
く
放
水
さ
れ
る
ア
ー
チ
が
か
か
り
、
団

  

施
設
園
芸
用

　
　
燃
油
助
成
を
要
請
　

　
１
月
７
日
、
斐
川
町
ぶ
ど
う
生
産
組
合
　

佐
野
俊
明
組
合
長
と
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
斐
川
施
設

野
菜
組
合
　
井
上
幹
雄
組
合
長
が
、
山
根
善

治
地
区
本
部
長
を
訪
れ
、
重
油
・
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

な
ど
施
設
園
芸
用
の
燃
油
に
対
す
る
助
成
を

要
請
し
ま
し
た
。

　
施
設
園
芸
に
お
け
る
農
業
経
営
は
、
燃
料

価
格
・
生
産
資
材
の
高
騰
に
よ
る
慢
性
的
な

コ
ス
ト
上
昇
に
加
え
、
政
府
に
お
け
る
燃
料

油
価
格
へ
の
補
助
率
が
減
少
に
向
か
う
こ
と

か
ら
、
厳
し
さ
が
増
し
て
い
ま
す
。

　
ト
マ
ト
・
い
ち
ご
栽
培
に
お
い
て
は
、
市

場
や
消
費
者
の
皆
さ
ん
が
求
め
る
時
期
に
、

員
た
ち
は
向
か
い
風
に
よ
り
大
量
に
降
り
か

か
る
冷
た
い
水
し
ぶ
き
を
も
の
と
も
せ
ず
、

果
敢
に
放
水
を
続
け
ま
し
た
。

　
10
月
に
開
催
し
た
Ｊ
Ａ
ま
つ
り
で
も
、
安

全
・
防
災
コ
ー
ナ
ー
に
ブ
ー
ス
を
設
け
、
斐

川
消
防
団
の
活
動
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
地

域
消
防
団
活
動
に
は
多
く
の
Ｊ
Ａ
関
係
職
員

も
入
団
し
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
火
災
に
よ
る
出
動
は
比
較
的
減
少

し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
一
方
で
毎
年
の
よ

う
に
発
生
す
る
豪
雨
に
よ
る
増
水
で
、
浸
水

防
止
に
向
け
た
土
嚢
積
み
な
ど
の
水
防
活
動

で
の
出
動
が
増
え
て
お
り
、
日
夜
地
元
の
安

全
安
心
を
担
う
消
防
団
活
動
に
は
頭
が
下
が

る
思
い
で
す
。

  

担
い
手
人
間
ド
ッ
ク

　
健
診
・
が
ん
検
診
（
肺
・
胃
・

 

　
大
腸
）
を
ま
と
め
て
受
診

　
１
月
21
〜
23
日
、Ｊ
Ａ
島
根
厚
生
連
健
康

管
理
セ
ン
タ
ー
で
担
い
手
人
間
ド
ッ
ク
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
集
落
営
農
組
織
・
認
定
農
業
者

等
、
担
い
手
の
皆
様
を
対
象
に
、
健
康
管
理

が
し
っ
か
り
で
き
る
人
間
ド
ッ
ク
で
、
１
２

１
名
の
担
い
手
が
受
診
さ
れ
、
日
ご
ろ
の
健

康
状
態
を
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
検
査
内
容
も
筋
肉
量
測
定
や
、
肺
の
早
期

が
ん
発
見
に
有
用
な
「
胸
部
Ｃ
Ｔ
健
診
」
な

ど
、Ｊ
Ａ
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
検
査
が
セ
ッ
ト
さ

れ
、
検
査
項
目
は
45
項
目
と
充
実
し
た
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
と
し
て
、
ヘ
リ
コ

バ
ク
タ
ー
・
ピ
ロ
リ
菌
検
査
の
ほ
か
、
胃
内

視
鏡
検
査（
経
鼻
胃
カ
メ
ラ
）を
ラ
イ
ン
ナ
ッ

プ
し
実
施
し
ま
し
た
。

  

生
産
者
大
会
を
契
機
に

　
ハ
ト
ム
ギ
の
生
産
拡
大
・

　
　
　
　
　 

認
知
度
向
上
を

　
１
月
26
日
営
農
総
合
セ
ン
タ
ー
で
、Ｊ
Ａ

と
斐
川
町
ハ
ト
ム
ギ
部
会
（
部
会
長
：
森
脇

康
博
氏
）
の
共
催
で
ハ
ト
ム
ギ
生
産
者
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
出
席
し
た
生
産
者
や
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
斐
川
女

性
部
の
部
員
ら
約
70
名
は
、
記
念
講
演
や

J
A
担
当
者
か
ら
の
生
産
拡
大
に
向
け
た
説

明
、
関
連
商
品
な
ど
を
通
じ
て
ハ
ト
ム
ギ
へ

の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
斐
川
地
域
で
の
ハ
ト
ム
ギ
生
産
は
、
平
成

20
年
の
本
格
的
な
栽
培
か
ら
健
康
志
向
な
ど

の
追
い
風
を
受
け
、
ピ
ー
ク
時
は
１
０
２
ha

ま
で
生
産
を
拡
大
し
、
西
日
本
最
大
の
産
地

に
成
長
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
、
需
要
が
激
減
し
販
売
に
苦
戦
し
た

た
め
、
生
産
面
積
を
削
減
せ
ざ
る
を
得
ず
48

 

ha
ま
で
減
少
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
斐
川
地
区
本
部
　
よ
い
食
工
房
で

は
、
斐
川
産
ハ
ト
ム
ギ
を
使
用
し
た
「
は
と

む
ぎ
茶
」や「
は
と
む
ぎ
き
な
粉
」な
ど
の「
ハ

ト
ム
ギ
商
品
」
を
開
発
・
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
今
大
会
で
は
、
ハ
ト
ム
ギ
の
健
康
へ
の
効

果
の
再
確
認
や
関
連
商
品
の
消
費
拡
大
、
生

産
面
積
の
積
極
的
な
拡
大
が
呼
び
か
け
ら
れ

ま
し
た
。

　
記
念
講
演
で
は
漢
方
医
学
に
造
詣
が
深
い
、

斐
川
中
央
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
　
下
手
（
し
も

て
）
公
一
先
生
を
講
師
に
招
き
、「
長
生
き

と
美
肌
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
「
ハ
ト
ム
ギ
の
殻
を
取
り
除
い

た
も
の
が
漢
方
名
で
「
ヨ
ク
イ
ニ
ン
」
と
言

わ
れ
て
お
り
、「
い
ぼ・ニ
キ
ビ・排
膿・美
肌
・

呼
吸
・
心
臓
・
利
尿
」
に
す
ぐ
れ
た
効
果
が

あ
る
」
と
し
て
「
ハ
ト
ム
ギ
を
食
品
と
し
て

手
軽
に
摂
る
と
よ
い
」と
、「
ハ
ト
ム
ギ
商
品
」

へ
の
お
墨
付
き
を
い
た
だ
く
な
ど
、
参
加
者

は
興
味
深
く
耳
を
傾
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
の
ハ
ト
ム
ギ
栽
培
担
当
者
か
ら
は
、

「
コ
ロ
ナ
が
5
類
に
移
行
し
て
か
ら
は
需
要

が
徐
々
に
回
復
し
て
、
在
庫
も
解
消
さ
れ
つ

つ
あ
る
が
、
現
在
の
生
産
量
で
は
販
売
先
の

希
望
数
量
に
応
え
ら
れ
な
い
。」
と
し
、
今

後
の
面
積
・
単
収
の
増
加
を
生
産
者
に
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
斐
川
女
性
部
の
増
原
副
部
長

か
ら
は
、
ハ
ト
ム
ギ
商
品
の
活
用
事
例
が
報

告
さ
れ
、「
ハ
ト
ム
ギ
の
商
品
や
効
能
・
調

理
方
法
を
知
る
た
め
、
料
理
教
室
を
開
催
す

る
」「
各
種
活
動
の
際
に
ハ
ト
ム
ギ
商
品
を

活
用
す
る
」
な
ど
の
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

　つつじ園では、1月21日～ 23日までの3日間、新年会を開催しました。
　午前中の「フェルトはがき掛け作り」では、ご自身のお名前から一字選び、筆で書いてフェルト
枠に入れ、完成後は『つつじ神社』前で記念撮影を行いました。それぞれ選んだ理由なども話して
下さり、和やかな時間となりました。
　午後からは、職員による「銭太鼓（花笠音頭）」や「マツケンサンバ」を、一緒に踊ったり笑っ
たりしながら楽しまれました。皆さんからは「良かったよ～‼」「次も楽しみだわ～！」などの声
が聞かれました。今年も皆様にとって健康で良い年となりますよう願っております。

我が子
自慢・

孫自慢

「わが子自慢・孫自慢」
はお休みします。
皆さまのご応募お待ち
しております！

「わが子自慢・孫自慢」
はお休みします。
皆さまのご応募お待ち
しております！

今月の
「我が子自慢・孫自慢」
あなたが撮った写真をご応募ください。掲載され
た方にはささやかなお礼の品を差し上げます!

※写真にはコメント、住所、お名前、連絡先を付けて応募してください。

応募先

大募集！！

JAしまね斐川地区本部 組織広報課
〒699-0593 出雲市斐川町荘原2172-3番地
☎73-9605  Eメール：kouhou.hik@ja-shimane.gr.jp

応募メールアドレス

　
Ｊ
Ａ
よ
い
食
工
房
で
は
、
斐
川

町
産
ハ
ト
ム
ギ
を
使
用
し
た
「
下

手
院
長
推
奨
の
は
と
む
ぎ
き
な
粉
」

を
は
じ
め
、
は
と
む
ぎ
茶
・
は
と

む
ぎ
チ
ョ
コ
な
ど
の
商
品
を
開

発
・
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
・
道
の
駅

等
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
Ｐ
Ｒ
】

ハ
ト
ム
ギ
商
品
の
紹
介
ペ
ー
ジ
は

こ
ち
ら
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
ご
覧

く
だ
さ
い
。

斐川地区本部のページ 斐川地区本部のページ斐川地区本部のページ
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総務課から TEL 73-9603
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